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火災防止へと一斉に
　４月８日、結ステーションを主会場に市消防総合訓練が開催されました。越
前大野城築城430年祭の関連行事として例年より規模を拡大。六間通りから越前
大野城まで54口のホースが連なった一斉放水が披露されました。約2,000人の
市民が青空に放たれた様子を見上げ、火災防止への思いを新たにしていました。
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毎
年
の
受
診
は

自
分
の
体
を
知
る
第
一
歩
？

　

健
康
な
体
は
、
適
切
な
運
動
や
食
事
が
大
切
で
す
。
体
の
状
態
が
良
好
に
保
た
れ
て
い
る
か
、
大
き

な
変
化
が
な
い
か
を
調
べ
る
に
は
定
期
的
な
検
査
が
有
効
で
す
。

　

近
年
の
日
本
で
は
、
死
因
の
約
６
割
が
、
が
ん
や
心
臓
病
、
脳
卒
中
な
ど
の「
生
活
習
慣
病
」で
あ
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
内
臓
に
脂
肪
が
必
要
以
上
に
付
い
て
い
る
状
態
で
あ
る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
は
、
生
活
習
慣
病
を
引
き
起
こ
す
大
き
な
原
因
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
着
目
し
、
生
活
習

慣
を
改
善
す
る
こ
と
で
病
気
を
予
防
し
よ
う
と
、
40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
人
に「
特
定
健
診
」を
毎
年

１
回
受
け
る
こ
と
を
勧
め
て
い
ま
す
。

 

特
定
健
診
と
は

　

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
医
療

保
険
に
加
入
し
て
い
る
人
全
員

を
対
象
に
し
た
健
診
で
、
正
式

に
は「
特
定
健
康
診
査
」と
い
い

ま
す
。
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）に

着
目
し
、
身
体
計
測
や
血
液
検

査
、
検
尿
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣

病
が
発
症
す
る
危
険
性
が
高
く
、

生
活
習
慣
の
改
善
で
予
防
効
果

が
期
待
で
き
る
人
に
専
門
的
知

識
を
持
っ
た
保
健
師
な
ど
が
実

践
的
な
助
言
や
指
導
を
行
い
ま

す
。
こ
れ
を「
特
定
保
健
指
導
」

と
い
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
か
ら
始
ま
っ

た
特
定
健
診
の
項
目
に
は
、
が

ん
検
診
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん

が
、
本
市
で
は
特
定
健
診
の
時

に
、
い
っ
し
ょ
に
受
け
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
特
定
健
診
や
特

定
保
健
指
導
を
受
け
る
こ
と
で
、

将
来
に
医
療
費
が
減
り
、
市
や

健
康
保
険
組
合
な
ど
医
療
保
険

を
運
営
し
て
い
る
主
体
の
財
政

負
担
が
小
さ
く
な
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

受け付け

結果説明会・特定保健指導

▼

1カ月後

受けよう受けよう
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特定健診を特定健診を
40歳～
74歳

がん検診も受けることができます
【
生
活
習
慣
病
健
診
】

　

39
歳
以
下
で
事
業
所
な
ど
に

勤
め
て
い
な
い
人
と
75
歳
以
上

で
介
護
認
定
を
受
け
て
い
な

い
人
に
は
、
指
定
日
が
近
付
く

と
生
活
習
慣
病
の
受
診
券
が

送
付
さ
れ
ま
す
。
希
望
す
る
人

は
、
受
診
券
を
持
参
し
、
健
診

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

39
歳
以
下
の
人
や
75
歳
以
上

の
人
は
、
受
診
券
が
送
付
さ
れ

な
い
人
で
も
健
診
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
保
健

セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

【
が
ん
検
診
】

　

が
ん
検
診
の
受
診
券
は
、
特

定
健
診
を
含
む
生
活
習
慣
病
健

診
の
対
象
者
に
加
え
、
年
齢
や

性
別
に
よ
り
該
当
す
る
が
ん
の

種
類
を
区
分
し
、
送
付
さ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
乳
が
ん
は
40
歳

以
上
の
女
性
を
、
前
立
腺
が
ん

は
50
歳
以
上
の
男
性
を
対
象
と

し
て
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
は
、
医
療
保
険
に

関
係
な
く
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
の
で
、
積
極
的
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。 

▼

▼

▼

▼

身長や体重から肥満度が分かるＢＭＩ値
を確認します。

目の奥の網膜や網膜の血管の状態を調べ、心臓の働
きを確認します。問診も行います。

身体計測（身長、体重、ＢＭＩ、腹囲）

眼底検査・心電図など

血圧や血糖、脂質の状態のほか、動脈硬化の
危険性、肝臓の機能を確認します。本市では、
本年度より腎機能検査を追加します。

血液検査や血圧の測定

尿を採取し、尿の成分を調べます。
尿糖は糖尿病になる危険性を確認することができ、
尿タンパクは腎臓の機能や尿路の状態を診ます。本
市では尿潜血の検査もします。

検尿（尿糖、尿タンパク、尿潜血）
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本
年
５
月
16
日
か
ら
11
月
22
日

ま
で
の
間
に
各
地
域
で「
集
団
健

診
」を
実
施
し
ま
す
。
受
診
券
を

郵
送
し
ま
す
の
で
、
指
定
日
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
住
所
別
で
指
定
さ
れ
た
日
に
対

象
者
が
特
定
健
診
を
受
け
る
集
団

健
診
の
ほ
か
に
は
、
対
象
者
を
年

齢
や
性
別
で
分
け
て
行
う
健
診
や

休
日
に
健
診
が
あ
り
ま
す
。

　
職
場
で
健
診
を
受
け
た
人
は
特

定
健
診
を
受
け
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。
職
場
で
健
診
を
受
診
し
た

人
で
、
市
の
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
は
、
健
康
状
態
な

ど
を
把
握
す
る
た
め
、
健
診
結
果

を
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

　
社
会
保
険
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
人
は
、
事
業
主
や
職
場
の
担
当

者
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
集
団
健
診
を
受
け
た
人
に
は
、

約
１
カ
月
後
に
結
果
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

　
健
診
結
果
の
見
方
や
生
か
し

方
、
具
体
的
な
健
康
づ
く
り
へ
の

助
言
な
ど
、
生
活
習
慣
の
改
善
に

必
要
な
情
報
を
提
供
し
ま
す
。
緊

急
に
精
密
検
査
が
必
要
と
な
る
場

合
は
、
連
絡
し
ま
す
。

　
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
し
た
人
に

は
、
受
診
し
た
機
関
か
ら
結
果
が

送
付
さ
れ
ま
す
。

　
特
定
健
診
の
結
果
は
、
そ
の
状

態
に
よ
っ
て
、
３
段
階
に
分
け
ら

れ
ま
す
。

　
生
活
習
慣
の
改
善
が
必
要
と
判

定
さ
れ
た
人
は
、
保
健
師
や
管
理

栄
養
士
な
ど
の
専
門
知
識
を
持
っ

た
職
員
に
よ
る「
特
定
保
健
指
導
」

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

の
指
導
に
つ
い
て
健
診
か
ら
２
カ

月
程
度
後
に
案
内
さ
れ
ま
す
の

で
、
健
康
を
維
持
す
る
た
め
に
必

ず
受
け
ま
し
ょ
う
。

　集団健診を指定日に受けることができない場合、“土日健
診”を利用してください。受付時間は午前９時から10時30
分まで。がん検診の時間は異なることがあるので保健セ
ンターへ問い合わせてください。
 30歳代男性の日　５月16日㊐　まちなか交流センター
 30歳代女性の日　５月22日土　青少年教育センター
 40歳代男性の日　６月13日㊐　職業訓練センター
 40歳代女性の日　７月11日㊐　まちなか交流センター
 対象無指定の日　８月29日㊐　有終会館
　　　　　　　　 10月23日土　有終会館
　 　 　 　 　 　 　 　  11月14日㊐　保健センター
問　保健センター（☎ 65・7333）

約
１
カ
月
後
に
結
果
説
明

※ 75歳以上の人は、生活習慣病健診が
　300円、がん検診が無料。

市国民健康保険特定健診と
各種がん検診の料金

土 日 健 診

1,000円
（40～74歳の市国保加入者が対象。70～74歳は500円。）
国保特定健診

肺がん 無料
胃がん
子宮がん
乳がん 各1,000円
大腸がん
前立腺がん
喀
か く

痰
た ん

検査 各500円

結
果
に
よ
っ
て
は
指
導
あ
り

受
診
券
・
保
険
証
・
料
金
を

持
っ
て
受
診
し
よ
う

▼

指
定
日
の
１
カ
月
前
に
郵
送
さ
れ
る

　

受
診
券
の
見
本（
大
き
さ
は
、は
が
き

　

程
度
）
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本
市
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）

で
は
、
平
成
20
年
度
の
医
療
費
総

額
が
31
億
６
２
８
８
万
円
と
な

り
、
５
年
前
と
比
較
す
る
と
38
㌫

も
上
昇
し
て
い
ま
す
。
平
成
20
年

度
の
医
療
費
を
１
人
当
た
り
に
換

算
す
る
と
約
33
万
６
千
円
で
す
。

　
医
療
費
の
増
加
は
全
国
的
な
傾

向
で
す
。
１
人
当
た
り
の
医
療
費

は
、
全
国
平
均
と
比
較
す
る
と
約

６
万
円
、
福
井
県
と
は
約
４
万
円

と
本
市
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
本
市
で
医
療
費
総
額
の

大
き
な
割
合
を
占
め
る「
入
院
」に

関
連
す
る
費
用
の
割
合
が
大
き
く

な
っ
て
い
る
こ
と
が
一
因
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
全
国
的
に
受
診
１
回

当
た
り
の
医
療
費
も
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。
近
年
で
は
、
が
ん
や
心

臓
病
、
脳
卒
中
と
い
っ
た
生
活
習

慣
病
の
手
術
な
ど
、
高
度
な
技
術

を
必
要
と
す
る
治
療
を
受
け
て
い

る
人
も
増
え
て
い
ま
す
。

　
本
市
の
国
保
で
、
特
定
健
診
の

受
診
率
は
、
初
年
度
で
あ
る
平
成

20
年
度
に
は
36
・
９
㌫
で
し
た
。

県
内
で
は
上
位
の
実
績
で
す
が
、

特
定
健
診
の
実
施
計
画
で
は
、
４

年
後
の
受
診
率
65
㌫
達
成
を
目
標

と
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
は
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
そ
の

予
備
群
で
あ
る
人
を
10
㌫
減
ら
す

計
画
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
受
診
率

の
向
上
が
課
題
で
す
。

　
特
定
健
診
は
、
生
活
習
慣
病
を

早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る

機
会
で
す
。
適
切
な
運
動
と
食
事

を
続
け
、
年
１
回
の
特
定
健
診
を

受
け
て
、
生
活
習
慣
病
の
早
期
発

見
や
予
防
、
健
康
の
維
持
に
努
め

ま
し
ょ
う
。

４年後には
特定健診の受診率を65㌫に

国保加入者１人当たりの医療費
（平成20年度）

0
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大
野
市

福
井
県

全
国
平
均

約４万円 約６万円33万6千円

29万7千円
27万8千円

平成20年度は36.9㌫

気軽に受診を
　健康に自信がある人
も毎年１回は必ず特定
健診を受けてくださ
い。スタッフ一同、皆
さんが気持ちよく受診
できるよう努めます。
　受診券を忘れると、
対象者であるのかが分
かりません。保険証や
料金といっしょに持ってきてください。医
師による診察時に聞きたいことがあれば、
メモしてくるのもいいですね。
　自分のためだけでなく、あなたを大切に
思う人のためにも、自分の体を確認するこ
とは大切です。積極的に受診しましょう。

医
療
費 

総
額
約
31
億
６
千
万
円

  

高
度
な
技
術
の
治
療
で
高
額
に

平
成
20
年
度
の
市
国
保

南部 貴子保健師

健康増進課
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第
7
回 

市
景
観
賞
を
決
定

　

景
観
賞
は
、
優
れ
た
景
観
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
る
建
築
物
や
景
観
向
上
活
動
に
携
わ
る
団
体
な
ど
を
表

彰
す
る
も
の
で
す
。
７
回
目
の
今
回
は
、
建
築
部
門
２
件
、
活
動
部
門
１
件
を
決
定
し
ま
し
た
。
受
賞
結
果

と
選
考
理
由
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
順
不
同
・
敬
称
略
）

問　

都
市
計
画
課
計
画
景
観
係
（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
３
５
２
）

活
動
部
門

■
泉
町
一
区

　

こ
の
地
区
で
は
、
カ
ラ
ス
に
よ
る
ご

み
被
害
を
防
ぐ
た
め
、
平
成
20
年
か
ら

２
年
を
掛
け
て
木
製
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン「
護ご

美み

の
家
」を
３
つ
製
作
し
、
御
清

水
と
義
景
公
園
の
入
口
付
近
な
ど
に
設

置
し
ま
し
た
。
製
作
費
用
は
区
内
の
０

歳
児
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
全
員
の
人
数

で
均
等
に
負
担
し
、
外
観
は
周
辺
の
景

観
に
調
和
す
る
よ
う
県
産
杉
材
と
越
前

瓦
を
使
っ
て
和
風
の
デ
ザ
イ
ン
に
仕
上

げ
ま
し
た
。
ご
み
集
積
所
に
城
下
町
の

風
情
を
取
り
込
ん
だ
ア
イ
デ
ア
や
、
地

区
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
環
境
美
化
に

取
り
組
ん
で
い
る
姿
勢
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

建
築
部
門

■
宇
野
興
太
郎
邸

　

こ
の
建
築
物
は
、
五
番

通
り
と
六
間
通
り
の
角
に
、

１
０
０
年
以
上
前
に
建
て

ら
れ
た
住
宅
を
改
修
し
た

も
の
で
す
。
外
観
は
、
切

妻
屋
根
、
登
り
梁ば

り

、
白
し
っ

く
い
調
の
外
壁
、
窓
の
格

子
、
袖
壁
な
ど
大
野
の
伝

統
的
な
町
家
の
特
徴
を
色

濃
く
残
し
て
い
ま
す
。
古

さ
と
新
し
さ
が
う
ま
く
融

合
し
た
デ
ザ
イ
ン
に
加
え
、

隣
接
す
る
土
蔵
造
り
の
住

宅
と
連
な
っ
た
美
し
さ
が

高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

美
濃
街
道
の
道
筋
に
当
た

る
五
番
通
り
で
、
こ
の
よ

う
な
伝
統
的
町
家
を
柱
と

し
た
誇
り
と
風
格
を
感
じ

さ
せ
る
町
並
み
づ
く
り
が
、

さ
ら
に
広
が
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

建
築
部
門

■
大
野
商
工
会
議
所

　
会
館
・
輝
セ
ン
タ
ー

　

こ
の
建
築
物
は
、
平
成
21
年
に

「
越
前
お
お
の
結
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

に
新
築
さ
れ
た
も
の
で
、
商
工
会

議
所
会
館
と
輝キ

ラ
リ

セ
ン
タ
ー
が
併
設

さ
れ
て
い
ま
す
。
白
と
黒
を
基
調

と
し
た
切
妻
瓦
葺
き
、
平
屋
建
て

の
簡
易
な
デ
ザ
イ
ン
で
、
蔵
を
イ

メ
ー
ジ
さ
せ
る
落
ち
着
い
た
外
観

が
特
徴
で
す
。
輝
セ
ン
タ
ー
は
、

観
光
客
を「
ま
ち
な
か
」へ
誘
導
す

る
た
め
に
情
報
提
供
を
行
い
、
イ

ベ
ン
ト
時
に
は
屋
外
ス
テ
ー
ジ
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
オ
ー

プ
ン
デ
ッ
キ
か
ら
は
越
前
大
野

城
が
一
望
で
き
て
、
市
民
や
観
光

客
の「
憩
い
の
場
」と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
ま
す
。
城
下
町
の
ラ
ン
ド

マ
ー
ク
に
ふ
さ
わ
し
い
ス
ケ
ー
ル

感
が
あ
り
、
中
心
市
街
地
活
性
化

の
拠
点
と
し
て
、
新
た
な
可
能
性

を
有
し
て
い
る
点
が
高
く
評
価
さ

れ
ま
し
た
。

6 2010.5　広報おおの



　大野、福井両市の市民ら約500人が参加し、国道158号バイパスの早期完成を目指す整備促進大
会が４月18日、福井市美山木ごころ文化ホールで開催されました。
　両市を結ぶ同バイパスでは現在、福井市の奈良瀬町と境寺町の間約５．５㌔を平成23年度の完成
を目指して整備が進められています。
　境寺町と計石町の間約５㌔は計画が策定されていない状況で、国道158号改修促進期成同盟会長
の岡田市長は、本道路は両市にとって「生活と命の道」であることを強調し、整備の必要性を国や県
に要望するとあいさつ。本市から福井市に通勤している小林香さんが早期整備の必要性について
意見を発表しました。全
線整備を早期に図ること
を求める決議を採択した
後、参加者全員でこぶし
を高々と上 げ て「ガンバ
ロー」を三唱しました。
問　幹線道路課幹線道路係
　（☎ 66・1111 内線371）

日時　５月22日土 午後１時～４時
場所　平成大野屋平蔵
○基調講演
　テーマ　金澤町家の継承・活用の実態と課題
　講師　川上光彦氏（ＮＰＯ法人金澤町家研究会理事長）
○パネルディスカッション
　テーマ　町家で何ができるのか
　パネリスト　川上 光彦氏（ＮＰＯ法人金澤町家研究会理事長）
　　　　　　　野嶋 慎二氏（福井大学工学部建築建設工学科教授）
　　　　　　　石田 芳夫氏（福井県建築士会大野支部長）
　　　　　　　南部 隆保氏（有限会社南部酒造場代表取締役社長）

景観まちづくりセミナー
町家を活かした城下町大野のまちづくり

国道158号大野－福井早期完成へ
大野・福井両市初の促進大会を開催

川上 光彦氏

　本市の伝統的な建築様式や生活様式を伝える町家は、城下町の町並みを構成する重要な要
素であり、さまざまな文化を継承してきた大切な財産です。町家を生かしたまちづくりを推
進していくため、町家の継承と活用をテーマとしたセミナーを開催しますので、参加してく
ださい。内容は景観賞の表彰式、基調講演、パネルディスカッションです。

▲道路状況がより良くなることを
願うと意見を発表する小林香さん
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 越前大野城築城430年祭

第46回 越前大野名水マラソン
■シャトルバスを運行
　大会当日、会場とエキサイト広場や奥越ふれあい公園の臨時駐車場間に、シャトルバスを運行します。選手や
応援する皆さんは、シャトルバスを利用し、余裕を持って早めに来場してください。例年、大会会場の市役所や
有終会館駐車場は、当日の午前６時30分ころには満車です。
行き  午前６時45分～８時15分（大会会場での選手受付時間は午前７時～８時30分）
帰り  午前10時～午後０時30分

大会当日ご協力を！！5月23日日

市役所 図書館

消防署
有終会館

保健センター

開成中

GS
篠座神社

小山小

上舌交差点

大野高校

スーパー
マーケット

有終
南小

信用金庫

午前8時～正午ごろの間、通行止め。
車両全面通行止め区間（路上駐車不可）

※大会指定駐車場（シャトルバス発着）
● 奥越ふれあい公園
● エキサイト広場

トンネル

■交通規制にご協力を
　下の図のとおり交通規制を行います。通行の際にご協力ください。
問　実行委員会事務局（スポーツ課内☎ 66・1111 内線532）

■まちなか循環バス一部運休
　マラソン大会当日の５月23日にまちなか循環バスの一部を運休しますので、ご協力ください。
　大野高校方面行きの南ルートは、マラソン大会当日の午前８時５分から11時45分まで大野駅発の６便は運休
します。午後１時15分発の便から通常通り運行します。
　合同庁舎方面行きの北ルートは、午前７時25分から午後０時10分まで「大野市役所」停留所には止まりません。
午後１時40分から通常通り止まります。
問　都市計画課計画景観係（☎ 66・1111 内線353）
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市長選挙・市議会議員補欠選挙
６月13日日投票

日時 ６月13日日午前７時～午後８時

投票日に仕事や旅行などの理由で投票所での投票ができない人は、期日前投票ができます。

次の投票所は、午前７時～午後６時です。

▽ふるさと自然の家（五箇公民館） ▽和泉総合福祉センター  ▽大納地区集会施設  ▽下山地区集会施設

■立候補予定者説明会
日時 ５月19日水午後１時30分開会　場所 市役所内
■告示、立候補受付
日時 ６月６日日午前８時30分～午後５時　場所 市役所内

投票

日時 ６月13日日午後９時15分開始　場所 大野有終会館

日時 ６月７日月～12日土午前８時30分～午後８時
場所 和泉地区以外に住んでいる人は市役所内

和泉地区に住んでいる人は和泉支所
問　選挙管理委員会（☎ 66・1111 内線361）

開票

期日前投票

有森裕子さんによる
レベルアップジュニア陸上教室
　ジュニア層の競技力向上を目的に元オリンピックメダリスト
の有森裕子さんが小中学生を指導します。観覧は自由です。
日時　５月22日土午後２時～４時
場所　奥越ふれあい公園陸上競技場。雨天時は、エキサイト広場体育館
入場料　無料
その他　受講者の募集は終了しています。観覧席で観覧してください。　　
　有森裕子さんに写真撮影やサイン、握手を求めることはできません
問　スポーツ課社会体育係（☎ 66・1111 内線532）

特別企画

任期満了に伴う市長選挙と定数欠員による市議会議員補欠選挙を行います。
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▼
秘
書
政
策
局
長
・
江
波
庄
進

▼
総
務
部
長
・
下
河
育
太
▼
産
業

経
済
部
長
・
長
谷
川
雅
人
▼
建
設

部
理
事（
企
画
政
策
担
当
）下
村
直

人
▼
和
泉
支
所
長
・
石
田
光
義

▼
消
防
本
部
消
防
長
・
谷
口
利

和【
県
派
遣
職
員
の
併
任
解
除
】

佐
々
木
康
男
（
産
業
経
済
部
長)

中
西
彰（
建
設
部
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事（
企
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政
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担
当)

）

▼
秘
書
政
策
局
▽
総
合
政
策
課
長

（
兼
）行
政
戦
略
室
長
・
田
中
雄
一

郎
▼
総
務
部
▽
総
務
課
長（
兼
）自

治
振
興
室
長
・
羽
田
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也
▽
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報

広
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長
・
國
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▽
生
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防
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課
長
・
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▽
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理
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・
廣
瀬
吉

隆
▼
産
業
経
済
部
▽
農
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整
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長
・
穴
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晴
▼
建
設
部
▽
幹
線

道
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課
長
・
南
和
弘
▽
都
市
計
画

課
長
・
佐
々
木
巌
▽
上
水
道
課
長
・

臼
井
一
▼
和
泉
支
所
▽
住
民
振
興

課
長
・
宮
越
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▼
教
育
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会

事
務
局
▽
教
育
総
務
課
長（
兼
）学
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給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
・
島
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健
一
▼
消
防
本
部
▽
次
長(

兼)
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長
・
小
林
進
▽
次
長
補
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副
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消
防
訓
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長
）石
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▽
警
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長
・
朝
日
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幸
▽
総
務
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・
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通
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大
藤
利
一
▽
予
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▽
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▼
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課
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▽
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光
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▽
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０
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仁
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▽
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▽
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▽
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▽
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介
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▽
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▽
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光
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▽
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▽
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市
の
人
事
異
動

　
４
月
１
日
付
け
で
、
総
勢
１
３
４
人
の
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。
う
ち
新
採
用
は
５
人
、
退
職
８
人
で
す
。

　
異
動
の
内
訳
は
、
部
長
級
５
人
、
課
長
級
12
人
、
課
長
補
佐
級
17
人
、
係
長
級
24
人
、
主
査
級
39
人
、
主

事
級
18
人
、
業
務
職
員
11
人
で
す
。

　
部

長

級

　
課

長

級

　
課

長

補

佐

級

　
係

長

級

　
新

採

用

退
職
者（
３
月
31
日
付
）
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３
月
12
日
、
消
防
署
に
最
新
機

能
を
備
え
た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車

が
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
25
年
間
使
用
し
て
い

た
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
更
新
。

圧
縮
空
気
泡
消
火
シ
ス
テ
ム
Ｃ
Ａ

Ｆ
Ｓ（
キ
�
フ
ス
）と
い
う
装
置
と

６
０
０
�
の
水
槽
で
、
消
火
能
力

の
高
い
化
学
泡
を
放
水
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
の
泡
に
よ
る
消

火
は
約
１
万
�
の
水
に
よ
る
消
火

と
同
等
の
性
能
で
、
県
内
で
初
め

て
導
入
さ
れ
ま
し
た
。

　
水
が
少
な
い
場
所
や
耐
火
建
築

物
の
火
災
な
ど
で
の
活
躍
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

問
　
消
防
本
部
警
防
課

　（
☎
66
・
０
１
１
９
）

　
大
野
市
管
工

事
業
協
同
組
合

か
ら
市
に
、
災

害
時
に
使
用
で

き
る
飲
料
水
袋

８
０
０
個
が
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
水
袋
は

ナ
イ
ロ
ン
・
ポ
リ

エ
チ
レ
ン
製
で
、

耐
久
性
に
優
れ

て
い
ま
す
。
災
害

時
に
給
水
車
な

ど
で
配
給
さ
れ

る
水
を
、
こ
の
水

袋
を
使
っ
て
被
災
者
へ
配
布
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
　
生
活
防
災
課
防
災
防
犯
係
　

　（
☎
66
・
１
１
１
１
内
線
４
６
２
）

泡
放
水
が
で
き
る

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
備

役
立
て
て
と

災
害
用
の
飲
料
水
袋
寄
贈

総合消防訓練で泡消火を披露
（４月８日、結ステーション）

▼

６
㍑
の
水
を
運
ぶ
こ
と
が
で
き
、

　

倒
し
て
も
こ
ぼ
れ
な
い
構
造
の
袋

　地震防災マップが完成し、全戸配布し
ました。このマップの作成には本市で実
際に発生する恐れがある地震を想定し、
地盤の強度などを基にその震度を算出し
ました。算出された震度は地図上に色で
分けて記載されています。
　地震への備えには住宅の耐震化など日
ごろの対策が重要です。家具を固定する
方法や災害用伝言サービスなどの情報も
記載されていますので、いざというとき
のために確認しましょう。
問　生活防災課防災防犯係
　（☎ 66・1111 内線462）

想定される震度が分かる
地震防災マップが完成

想定震度や防災情報を表したマップの一部
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越前大野城築城430年祭

問  市観光協会（☎ 65・5521）

５月15日圡～16日㊐
午前９時～午後４時
九頭竜国民休養地

第24回

九頭竜新緑まつり

　九頭竜まつりでは、地球環境
保全のためエコバッグ運動を推
進しています。
　まつり当日、エ
コバッグを持参し
た人に、１日当たり
先着200人に景品
を贈呈します。

月日

時間

場所

日㊐

新緑ステージ
太鼓や郷土芸能などの伝統文化が楽しめます

新緑市場
手打ちそばや山の幸、里の幸などを販売

遊びの広場
風船1,000個の中で遊ぶ「バルーンプール」、
木の工作、横笛作り

働く車に乗ってみよう！
救急車やパトカーなどの乗車体験(大型除雪車は展示のみ)

くらしの情報コーナー
脱！メタボコーナー　食育コーナーなど

新緑杯争奪ゲートボール大会
５月15日圡午前８時開会

越美北線に乗って新緑まつりへ
ふれあい市民号を運行

　越美北線に乗って新緑まつりへ出掛けませんか。左
ページの時刻表で午前11時39分、越前大野駅発の便が

「ふれあい市民号」です。
月日　５月15日土、16日㊐
対象　市民
定員　両日ともに70人（先着）
参加料　無料（乗車整理券は必要）
申込期間　５月６日㊍～13日㊍（土㊐を除く）
　受け付けは午前８時30分～午後５時30分
申込方法　生活防災課で申込用紙に必要事項を記入し
　提出。その場で乗車整理券を配布します
問　生活防災課市民生活係（☎ 66・1111 内線464）
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福 井
越 前 花 堂
越 前 東 郷
美 山
牛 ヶ 原
北 大 野

越 前 大 野

越 前 田 野
越 前 富 田
下 唯 野
柿 ヶ 島
勝 原
越 前 下 山
九 頭 竜 湖

8：35

8：45
8：59

9：14
9：16

9：40

★

★
★

★
★

★

9：08
9：12
9：21
9：40
9：56
9：59
10：02
10：15
10：19
10：22
10：26
10：28
10：33
10：42
10：46

14：51
14：55
15：05
15：25
15：41
15：43
15：46
15：49
15：54
15：56
16：01
16：03
16：08
16：16
16：21

★
★
★
★
★
★
★
★

12：49
12：53
13：02
13：21
13：36
13：39
13：42
13：44
13：48
13：51
13：55
13：57
14：02
14：11
14：15

発
発
発
発
発
発
着
発
発
発
発
発
発
発
着

九 頭 竜 湖
越 前 下 山
勝 原
柿 ヶ 島
下 唯 野
越 前 富 田
越 前 田 野

越 前 大 野

北 大 野
牛 ヶ 原
美 山
越 前 東 郷
越 前 花 堂
福 井

12：22
12：27
12：34
12：38
12：41
12：45
12：48
12：54

★
★
★
★
★
★
★
★

9：47

10：08
10：14
10：17
10：20
10：34
10：53
11：02
11：06

★

★

10：58
11：02
11：08
11：13
11：16
11：20
11：22
11：27
11：29
11：33
11：36
11：50
12：09
12：18
12：22

16：32
16：36
16：42
16：47
16：50
16：54
16：56
17：01
17：06
17：10
17：13
17：27
17：46
17：54
17：59

★
★
★
★
★
★
★
★

14：33
14：37
14：44
14：49
14：51
14：55
14：58
15：03
15：05
15：08
15：11
15：25
15：45
15：54
15：58

発
発
発
発
発
発
発
着
発
発
発
発
発
発
着

★臨時列車

★臨時列車福井方面

越前大野・九頭竜湖駅方面

ふれあい市民号

11：39
11：43
11：46
11：51
11：53
11：58
12：10
12：15

★
★
★
★
★
★
★
★

月日 ５月16日㊐　　時間  出発が午前10時と午後２時の２便
参加料  500円　定員  40人（先着）　申込方法  市観光協会へ電話。事前受付可
その他  参加者全員に景品を贈呈します。天候の状況により中止になることがあります
問　市観光協会（☎ 65・5521）

面谷鉱山の歴史展と面谷鉱山ツアー
越前大野城築城430年祭特別企画

ＪＲ越美北線時刻表（５月15日圡・16日㊐）

　大野藩の財政に大きく貢献した面谷鉱山の歴史を紹介する「歴史展」とマイクロバスで面谷
鉱山へ行き、歴史などの説明をする「ツアー」を開催します。ツアーは新緑まつり会場発着です。
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